
特集　ワインをつくる。このまちで。特集　ワインをつくる。このまちで。

（出典：国税庁課税統計）

▶問い合わせ
　本農務畜産課　
　� ☎0287（62）7032

ワイン特区って？ワイン特区って？
酒類製造免許を受ける酒類製造免許を受ける
ためには、通常は年間ためには、通常は年間
最低6,000リットルの製最低6,000リットルの製
造を見込む必要があり造を見込む必要があり
ます。特区に認定されます。特区に認定され
ることで、その基準がることで、その基準が
年間2,000リットルに緩年間2,000リットルに緩
和されます。和されます。

業
と
観
光
を
基
幹
産
業
と
す
る
ま

ち
、
那
須
塩
原
。
本
市
が「
な
す

し
お
ば
ら
ワ
イ
ン
特
区
」に
認
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す

か
？

　
本
市
は
令
和
２
年
に
特
区
の
認
定
を
受

け
、
小
規
模
な
事
業
者
で
も
ワ
イ
ン
醸
造

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
参
入
へ

の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
こ
と
で
新
規
就
農

を
促
し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足（
表
１
）と
い
っ
た
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ド
ウ
の
栽
培（
第
1
次
産
業
）

か
ら
ワ
イ
ン
へ
の
加
工（
第
2
次
産
業
）、

販
売（
第
3
次
産
業
）ま
で
の
過
程
を
農
家

が
一
貫
し
て
行
う
た
め
、
農
産
物
の
価
格

変
動
の
影
響
を
受
け
ず
に
加
工
品
を
造
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
※
6
次

産
業
化
を
図
り
、
所
得
の
向
上
や
安
定
し

た
農
業
経
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

農

特 集

本
国
内
で
２
０
１
２（
平
成
24
）年

に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る「
第
７

次
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
」。国
内
の
※
果
実
酒
の

出
荷
量
が
上
昇
し
、
２
０
１
７
年（
平
成

29
年
）に
は
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た

（
表
２
）。
そ
の
ブ
ー
ム
を
け
ん
引
し
た
の

が
、
チ
リ
な
ど
の
南
半
球
か
ら
の
低
価
格

な
輸
入
ワ
イ
ン
と
、
国
産
ブ
ド
ウ
で
造
っ

た
ワ
イ
ン
で
す
。

　

国
内
で
造
ら
れ
る
ワ
イ
ン
の
中
で
も
、

国
産
ブ
ド
ウ
を
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
使
い

醸
造
さ
れ
た
も
の
を「
日
本
ワ
イ
ン
」と
言

い
ま
す
。
国
税
庁
に
よ
る
と
、
日
本
ワ
イ

ン
の
生
産
量
は
日
本
国
内
で
生
産
さ
れ
て

い
る
ワ
イ
ン
の
約
20
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

ま
す（
表
３
）。
市
場
に
出
回
る
量
は
ま
だ

ま
だ
少
な
い
日
本
ワ
イ
ン
で
す
が
、
全
国

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
味
わ
い
の
ワ
イ
ン
が

造
ら
れ
、
国
際
的
な
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

す
る
な
ど
、
世
界
的
に
も
評
価
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
に
は
、

ブ
ド
ウ
産
地
や
品
種
、
年
号
が
表
示
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
市
内
で
収
穫
し
た
ブ
ド

ウ
を
85
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
使
っ
た
ワ
イ
ン

に
は
、「
日
本
ワ
イ
ン
」と「
那
須
塩
原
」の

両
方
を
表
示
で
き
ま
す
。
高
品
質
で
希
少

な
本
市
産
ワ
イ
ン
は
、
確
か
な
ブ
ラ
ン
ド

力
を
持
っ
て
本
市
の
農
作
物
の
魅
力
、
ひ

い
て
は
那
須
塩
原
と
い
う
豊
か
な
土
地
の

魅
力
を
、
市
内
外
に
発
信
し
て
く
れ
る
逸

品
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日

国内製造ワイン（日本国内で製造された果実酒・甘味果実酒）

日本ワイン日本ワイン

（　　　　   ）（　　　　   ）国産ブドウのみを原料とし、国産ブドウのみを原料とし、
日本国内で製造された果実酒日本国内で製造された果実酒

ブドウ産地(収穫地)や品種、年号の表示ができるブドウ産地(収穫地)や品種、年号の表示ができる

濃縮果汁や輸入ワインなどの海外原料を
使用したワインの場合、
①表ラベルに
　「濃縮果汁使用」
　「輸入ワイン使用」
　などの表示を義務付ける
②�表ラベルに産地や品種、製造年の表示

はできない

（出典：日本ワイナリー協会ホームページ）

※�6次産業化：第1次産業の農林漁業、第2次産業の製造業、第3次産業の小売業などの事業
を総合的かつ一体的に推進し、農山漁村の豊かな地域資源を活用した新たな付加価値を生
み出す取り組み。

ワ
イ
ン
を
つ
く
る
。

を
つ
く
る
。

こ
の
こ
の
ま
ち
で
。
で
。

POI
NT

POI
NT

2,000
2,500

3,500
3,000

2000 2005 2010 2015 2020 (年)

3,321
2,978

2,657 2,374
1,996

農業経営体数 農業従事者平均年齢

52.0 54.3
55.4 57.4 59.7

（出典：農林業センサス）
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(表2)国内果実酒出荷量の推移(課税ベース)

第4次
ワインブーム

（1987～90年）

第5次
ワインブーム

（1994年）

第6次
ワインブーム

（1997～98年）

第7次
ワインブーム

（2012年～）

輸入果実酒国産果実酒 (年)

※果実酒：果実を原料として発酵させた酒。代表格がブドウを発酵させた「ワイン」。ブドウ以外の果実を原料とした酒を「フルーツワイン」と呼ぶ。

(表1)市内農業経営体数・農業従事者平均年齢

500
1,000
1,500

日本ワイン日本ワイン
17,775㎘17,775㎘
20.8％20.8％

日本ワイン以外日本ワイン以外
67,640㎘67,640㎘
79.2％79.2％

(表3)令和2年国内製造ワインの製成数量構成比

（出典：酒類製造業及び酒類卸売業の概況）

令
和
２
年
12
月
に
ワ
イ
ン
特
区
に
認
定
さ
れ
た
本
市
。

こ
の
ま
ち
で
、
ワ
イ
ン
造
り
の
夢
を
追
う
人
を
紹
介
し
ま
す
。
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